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 私は、ダーウィンダーウィンダーウィンダーウィン生物学生物学生物学生物学やゲームゲームゲームゲーム理論理論理論理論など、いわば「理科系」の現代の知的営為の成果

をふまえて、社会学ができないかと試行している社会学者である（出身は純「文系」）。こ

んなへんなスタンスで、日頃人間社会について研究しているせいか、いわゆる「文系」の

教育者・研究者・大学院生などと交流すると非常におおきな逆カルチュラルショックとで

もいうような感覚を感じることが多い。それの言語化をここではおこなうことで、「日本語

ギョーカイ」の皆様へ、私からのささやかな認識利得と、今後のコラボレーションコラボレーションコラボレーションコラボレーションへへへへののののララララ

ブコールブコールブコールブコールの提供をこころみたい。 

 （チョムスキー派やピンカーの読者などの例外を除くと）日本語業界の多くのかたは、

近年自然科学で生じているヒトをめぐる知的革命ともいえる知的達成に非常に関心が薄

い・知識が乏しいと感じられる。私見では、今日ヒトのコミュニケーションを探求するう

えで、非協力ゲーム論・非対称情報の経済学における「１．シグナリングシグナリングシグナリングシグナリングゲームゲームゲームゲーム」「２．チチチチ

ープープープープトークモデルトークモデルトークモデルトークモデル（クチサキコトバのモデル）」、ダーウィン生物学≒進化心理学における

「３．ダンバーのコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション＝＝＝＝毛毛毛毛づくろいづくろいづくろいづくろい説説説説」「４．ミラーらの、ハンディキャッハンディキャッハンディキャッハンディキャッ

ププププ原理原理原理原理＝＝＝＝適応度指標適応度指標適応度指標適応度指標のののの見見見見せびらかしせびらかしせびらかしせびらかしとしてのコミュニケーション行動論」、この四つの理説

は「必須」である。（ただし、４は、論理的には、１の特殊例であることが近年知られるよ

うになった）。このうちの一つも視野にない方が少なくないようである。 

 これと関連して、異異異異「「「「種種種種」」」」間比較間比較間比較間比較、異異異異「「「「行動行動行動行動」」」」間比較間比較間比較間比較、の視点が乏しいことも、理系社

会学者としては、とても気になる。ヒトにおけるコミュニケーションとよびうる行動を他

の生物の類似の行動との比較におとしその異同をはかる。同様に、コミュニケーションと

呼びうる行動をヒトの他の類似の・あるいはあるいはあるいはあるいは一見一見一見一見するとするとするとすると全全全全くくくく異異異異なったなったなったなった、行動との比較にお

としその異同をはかる。このような方向は非常に有望だとおもうが、あまり好まれない。

この戦略にとって、生物学とゲーム論が有効でありそうなのはいうまでもないだろう。 

 さらに関連して、日本語日本語日本語日本語・・・・国語国語国語国語・・・・母語母語母語母語（（（（母方言母方言母方言母方言もももも含含含含むむむむ））））にたいするにたいするにたいするにたいする親密性親密性親密性親密性（（（（愛着愛着愛着愛着））））にににに無無無無

自覚的自覚的自覚的自覚的でありすぎるでありすぎるでありすぎるでありすぎる人人人人も少なくないような気がする。なぜ、ヒトという動物が母語（とい

うより母方言）に愛着を感じるかについて、ダーウィン生物学は強力な説明を提供してい

る（ダンバー、ネトル）。愛着を感じるのは、もちろん各人の自由だ。が、それへの無自覚

が、上記の「異種」「異行動」間比較への忌避（「わたしたちのわたしたちのわたしたちのわたしたちのコトバコトバコトバコトバはははは、、、、カクベツカクベツカクベツカクベツだだだだ！！！！」）

へとつながっているのではないだろうか。 



 手前味噌で恐縮だが、上記のアプローチの一例として、柳田國男柳田國男柳田國男柳田國男のののの方言周圏論方言周圏論方言周圏論方言周圏論、、、、方言変方言変方言変方言変

異現象異現象異現象異現象、、、、などがなどがなどがなどが、、、、ブルデューブルデューブルデューブルデューののののハビトゥスハビトゥスハビトゥスハビトゥス論論論論、、、、近年近年近年近年のののの若者若者若者若者ののののヘンヘンヘンヘンなななな流行現象流行現象流行現象流行現象などなどなどなどとととと強強強強いいいい通通通通

底性底性底性底性ををををもつもつもつもつことを論じてみた。ご笑覧いただけると幸いである。いうまでもなく、コミュ

ニケーション現象を異種・異行動間で比較するというこのような方途は一人の研究者の手

には余る。日本語学の専門家のみなさんに対しても、日本語学界日本語学界日本語学界日本語学界のののの「「「「学界内学界内学界内学界内尺度尺度尺度尺度」」」」からしからしからしからし

てもてもてもても「「「「得点得点得点得点」」」」となるようなとなるようなとなるようなとなるような、ヒントを提供できると確信している。ひろく、知的協業知的協業知的協業知的協業をお

誘いしたい！。 
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